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「自己免疫性胃炎に合併する胃癌・胃 NET の臨

床病理学的検討」について 
 

加古川中央市民病院消化器内科では、現在、入院および外来通院患者さんのうち自己免疫

性胃炎の患者さんを対象に研究を実施しております。内容については下記の通りになって

おります。 

尚、この研究についてご質問がございましたら、最後に記しております【問い合わせ窓口】

まで連絡ください。 

 

[研究概要及び利用目的] 

自己免疫性胃炎（以下、AIG）合併する重要な合併症として、胃癌・胃NET がありますが、

その合併頻度についてはまだ十分に明らかではなく特に胃癌については、近年のHp感染の

顕著な低下傾向のなか、AIG と AIG 合併胃癌の有病率の実態を明らかにすることが求めら

れています。そのため、従来当院で実施しておりました「自己免疫性胃炎の前方視的およ

び後方視的臨床病理学的検討」にご参加いただいておりました方を対象に、胃癌・胃 NET

の有無と、その臨床病理学的事項についてさらに詳しく追加検討をさせていただくことと

しました。 

 

研究対象者の属性：当院で過去「自己免疫性胃炎の前方視的および後方視的臨床病理学的

検討」にご参加いただいた方。 

試料・情報の収集方法、解析方法、成果報告の方法 

当院のカルテ状に残されているデータのうち、下記に記載した試料・情報を収集します。 

 

[研究期間] 

研究期間：病院長承認日から 2020年 12月 31日まで 

 

[取り扱うデータおよび試料・情報の項目] 

対象となる疾患名 AIG 

 

研究に利用する試料・情報の種目：生年月日、性別、内服薬、手術歴、疾患情報(AIG )、内

視鏡所見、血清ガストリン値、血清 PG1,2,1/2値 病理所見、胃癌・胃NET の有無（有

りの場合は切除病理結果、および免疫染色で得た情報）Hp 感染関連検査（抗Hp 抗体 UBT 

Hp 便中抗原）を実施している場合はその情報を収集します。 

 

[個人情報保護の方法] 

調査より得られたデータを取扱う際は、被験者の秘密保護に十分配慮し、特定の個人を識

別することができないよう、対象患者に研究登録番号を付与し、対応表は個人情報管理者

が厳重に管理し、第３者にはその情報が誰のものかまったくわからないようにして研究を

進めます。個人情報を外部期間へ提供することはありません。に成果を報告する際は、研

究対象者個人が識別されることはありません。 

 

[データおよび試料提供による利益・不利益] 

利益、不利益ともにありません。 

 

[登録終了後のデータおよび試薬の取り扱いについて] 

本研究において採取した試料・データ等は少なくとも本研究の終了報告から 5 年を経過し
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た日または本研究の結果の最終の公表について報告された日から 3 年を経過したいずれか

遅い日までの期間、インターネットに接続されていない外部記録に記録し、参加各施設の

当該する保管庫に保管します。 

 

[研究成果の公表について] 

研究対象者に対する研究成果の開示、フィードバックはありませんが、学会、学術雑誌を

通じて、その成果を広く還元いたします。試料・情報の提供者（研究対象者）から研究に

関する情報の開示を求められる場合は、問い合わせ窓口にお問い合わせいただければ対応

いたします。 

 

[研究へのデータ使用の取りやめについて] 

試料・情報の研究利用を拒否する自由、同意を撤回する自由があります。その場合には、

下記問い合わせ窓口にお申し出ください。また、拒否および同意を撤回されても、なんら

不利益は一切ございません。 

 

[問い合わせ窓口] 

この研究の問い合わせだけでなく、患者さんのデータが本研究に用いられているかどうか

お知りになりたい場合や、患者さんのデータの使用を望まれない場合など、この研究に関

することは、どうぞ下記の窓口までお問い合わせください。 

加古川中央市民病院  

消化器内科研究責任者名 寺尾秀一 

連絡先：079-451-5500 


